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	スキー学習における補助指導ボランティア
	～ 2026年2月3日（火）～

	旭川市PTA連合会 理事の任期を終えてご挨拶
	このたび、旭川市PTA連合会の理事としての任期を無事に終えることができました。 在任中は、多くの皆様に支えられながら活動することができたことに、心より感謝申し上げます。 理事としての活動を通して、各学校のPTAの皆様や先生方が「子どもたちのために」という同じ思いを持って関わっていることを改めて実感しました。 会議や事業、研修などを通じて、多くの方々と出会い、学び、意見を交わす中で、PTA活動の大切さを強く感じました。 また、時には課題や悩みもありましたが、それらを皆で話し合いながら前に進めていく経験は私自身にとって大きな財産となりました。 子どもたちを取り巻く環境が変化する中で、保護者と学校が協力し合うことの重要性を改めて実感した時間でもありました。 理事としての任期は一区切りとなりますが、これからも一保護者として、子どもたちの健やかな成長を支える活動に関わっていきたいと思います。
	※市P連と教育委員会の間では、子どもたちの学校生活の充実に向けて活発な意見交換が行われております。日頃の気づきやご意見がありましたら、岡小の先生方またはお近くのPTA役員までお知らせください。　　　　神楽岡小学校PTA　副会長　東　司純



